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　今回、東京医科大学国外出張補助金により、2010
年10月6日～9日にドバイ（UAE）で開催された、
国際人工関節学会（ISTA）への参加と発表する機
会をいただきましたので報告致します。
　ISTAについて
　この学会は世界各国の整形外科医（関節外科）、
人工関節を専門とする工学者、摩耗学者などが集ま
り、人工関節の臨床成績や手術手技、新たな素材の
開発など、人工関節についてあらゆる方面から意見
交換ができる会合です。
　私は、第16回のサンフランシスコ、第18回の京
都での発表に続き3回目となり、今回は同僚の久保
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先生と参加しました。学会の雰囲気は和やかであり、
日本からの参加者も多く、今回も約1／4が日本から
の報告でした。
　最初に参加した2003年は、Minimally　Invasive
Surgery（MIS）が話題となっており、最小侵襲手術
の手技などに関する報告が注目されておりました。
現在もMISに関する議論は続いていますが、今回
私は当科のMIS人工股関節置換術の成績と問題点
などにつき報告しました。また、ここ最近はコン
ピューター解析による術前計画や動態解析、コン
ピューターナビゲーションシステムを用いた手術手
技が急速に普及しており、今回の学会ではナビゲー
ションに関するセッションが多くみられました。関
節外科でのナビゲーションシステムは、主に人工膝
関節置換術や人工股関節置換術で用いられており、
正確なインプラントの設置により正常な関節の動作
劇藁、
1慶
働
学会場にて（右、久保先生　左、著者）
（3）
一　92　一 東京医科大学雑誌 第69巻　第1号
の再現や、耐久性の向上、脱臼、インプラント破損
といった術後合併症をなくすための工夫がなされて
います。ナビゲーションに関しては、各施設であら
ゆる検討がされていますが、いまだ未解決の課題も
多く今後も発表は増えていくものと思われます。当
科でも今秋よりナビゲーションシステムが導入され
ますので、今回の学会では色々と参考となり有意義
でありました。
　また、人工関節の耐久性を向上させるために素材
の組み合わせや素材そのものの改良が研究されてき
ておりますが、今回の学会でも多くの報告がありま
した。当科ではこれまでに米国Loma　Linda大学の
Clarke教授の指導のもと、シミュレーター試験によ
る数多くの新しい基礎データを報告してきました
が、欧米諸国からはすでに臨床応用された良好な成
績が報告されてきております。日本の現状は、新し
いインプラントが認可されるまでに時間を要するな
ど、基礎データをもとにすぐに臨床応用することが
難しいことがあり、臨床での応用は欧米に遅れをと
りがちなため、解決しなければならない問題である
と再認識させられました。
　ドバイについて
　ドバイは中東の中央、ペルシア湾に面した砂漠地
帯にあり中東の金融センターです。大富豪たちのリ
ゾート地というイメージがありましたが、最近はド
バイショックによりどうなってしまっているのかと
思いながら出発しました。現地に着いてみると、
ショッピングモールなどは巨大でしたが、賑わいは
なく閑散としていました。また、町並みも高層ビル
が並んでおり、外を歩いている人の姿はあまりあり
ませんでした。気候は、外気温は10月でも36度と
非常に暑く、湿気もかなり強いためスーツなど着て
いると不快指数は高いのですが、屋内はどこへ行っ
てもしっかりと冷房がきいていました。
　学会が開催されたホテルはビーチエリアではな
く、ドバイで一番の高級ホテルとして有名なBurj
AI　Arabから離れていたため、そのホテルには高く
て泊れないけれど、そのホテルが見えるとなりのホ
テルに宿泊しました。
　また、食事に関しては公共の場でのアルコールは
禁止されているため、ほとんどホテル内のレストラ
ンやバーを利用しました。最後の夜は地元料理に近
いレバノン料理にしましたが、とてもおいしかった
です。
　最後に、今回このような機会を与えて下さった皆
様に感謝し、今後の臨床・基礎研究に活かしたいと
思います。
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